
市による修正内容及びその理由

修正内容

修正箇所、理由

1

1-2 人権・部
落問題・男
女共同参画

成果指標 施策（３）、成果指標「◆」1つ目
【修正前】
「男女の役割分担について固定的な観念を持たない」と回答した市民の割合
↓
【修正後】
「市の施策は男女共同参画の視点に立っていると思う」と回答した市民の割合

（修正理由）
指標として、より変化を追うことができるようにするため。
修正前の指標は、担当課で10年に一度実施するアンケートの項目であったので、総合計画に関連する5
年で2回実施するアンケートの項目に修正を行った。

2

1-3 開かれ
た市政

現状と課題 現状と課題（２）
【修正前】
様々な方法によって市民と対話し交流することは、（以下略）
↓
【修正後】
様々な方法によって市民と交流し対話することは、（以下略）

（修正理由）
めざすまちの姿の「●」1つ目と表現を統一するため

3

1-3 開かれ
た市政

施策 施策（２）、見出し
【修正前】
市民との対話と交流の推進
↓
【修正後】
市民との交流と対話の推進

（修正理由）
めざすまちの姿の「●」1つ目と表現を統一するため

4

1-3 開かれ
た市政

施策 施策（２）、「〇」２つ目
【修正前】
対話と交流、参画の場の充実に取り組みます
↓
【修正後】
交流と対話、参画の場の充実に取り組みます

（修正理由）
めざすまちの姿の「●」1つ目と表現を統一するため

5

1-4 情報化 現状と課題 現状と課題（１）
【修正前】
申請書類への手書き記入が必要
↓
【修正後】
申請書類の書面提出が必要

（修正理由）
プリントアウトした申請書の場合もあり、必ずしも手書きとは限らないため。説明したいのは書面主義
（データではなく紙書類の提出を求めること）であるため、修正いたします。

6

1-4 情報化 「手続き」と「手続」の表記が混在していたため、「手続」に統一します。

※総合計画審議会からの意見以外で、市の判断で修正した内容を記載しています。

Ｎｏ 該当箇所

資料５
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修正内容

修正箇所、理由

Ｎｏ 該当箇所

7

1-5 行財政
運営

施策分野名
現状と課題
関連する主
な分野別計
画
施策

施策分野名、現状と課題（１）、（３）、関連する主な分野別計画、施策（３）見出し、「〇」１，３つ目
【修正前】
行財政運営
↓
【修正後】
行財政経営

（修正理由）
本年3月に行財政経営戦略本部を設置したため。

※基本構想の修正を伴うため、全体会で改めて確認をいただきます。

8

1-5 行財政
運営

めざすまち
の姿

めざすまちの姿
【修正前】
●・・・、効率的・効果的な行政サービスが提供されている。
↓
【修正後】
●・・・、効率的・効果的な市民サービスが提供されている。

（修正理由）
地域課題の解決は行政だけがサービスを提供するものではないため

※基本構想の修正を伴うため、全体会で改めて確認をいただきます。

9

1-5 行財政
運営

現状と課題 現状と課題(2)
【修正前】
少子化に伴う労働力の深刻な供給不足が懸念される中、住民サービスを持続的、かつ、安定的に提供し
ていくために、・・・。
↓
【修正後】
少子高齢化に伴う労働力の深刻な供給不足が懸念される中、市民サービスを持続的、かつ、安定的に提
供していくために、・・・。
（修正理由）
生産年齢人口の減少を表現し、文言を市民サービスに統一したため。

10

1-5 行財政
運営

施策
成果指標

施策（１）、見出し、「〇」1つ目、成果指標
【修正前】
公共サービス
↓
【修正後】
市民サービス

（修正理由）
めざすまちの姿に合わせて文言を統一するため。

11

1-5 行財政
運営

施策 施策（3）、「〇」3つ目
【修正前】
○地方公営企業・外郭団体等の経営健全化を図ります
↓
【修正後】
削除

（修正理由）
地方公営企業・外郭団体等が自主的・主体的に経営健全化を行うことから削除した。

12

1-5 行財政
運営

成果指標 施策（２）、「◆」3つ目
【修正前】
◆育児休業取得率
↓
【修正後】
◆男性職員の育児休業取得率

(修正理由)
女性職員の育児休業取得率はすでに100%となっているため
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修正内容

修正箇所、理由

Ｎｏ 該当箇所

13

2-1 危機管
理・防災・消
防

めざすまち
の姿

めざすまちの姿、「●」3つ目
【修正前】
充実した消防救急体制のもとで、安心して暮らしている。
↓
【修正後】
充実した消防・救急体制のもとで、安心して暮らしている。

（修正理由）
中点の挿入

※基本構想の修正を伴うため、全体会で改めて確認をいただきます。

14

2-1 危機管
理・防災・消
防

現状と課題 現状と課題(３)
【修正前】
増加する救急需要や災害出動に備えるため消防体制の維持充実が必要です。
また防火安全対策の継続的な取組が必要です。
↓
【修正後】
増加する救急需要や災害出動に加え、感染症等へも備えるため、消防体制の維持充実が必要です。ま
た防火安全対策の継続的な取組が必要です。

（修正理由）
新型コロナウイルス感染症の影響を考慮。

15

2-1 危機管
理・防災・消
防

施策 施策（１）、見出し
【修正前】
迅速・適切な危機管理体制づくりの推進
↓
【修正後】
迅速・適切な危機管理体制づくり

（修正理由）
施策（２）の見出しと合わせるため。

16

2-1 危機管
理・防災・消
防

施策 施策（３）、見出し
【修正前】
充実した消防・救急体制の推進
↓
【修正後】
消防・救急体制の充実

（修正理由）
「体制の推進」を「体制の充実」に改め、施策を強化する。

17

2-1 危機管
理・防災・消
防

施策 施策(３)、「〇」１つ目
【修正前】
災害対応能力の充実を図り市民生活の安全・安心を確保します
↓
【修正後】
災害対応能力の充実を図り、市民生活の安全・安心を確保します

(修正理由)
句読点の挿入

18

2-1 危機管
理・防災・消
防

施策 施策(３)、「〇」３つ目
【修正前】
火災予防啓発を推進します
↓
【修正後】
防火安全対策を推進します

(修正理由)
防火安全対策の方が、火災予防啓発を含み、広義であるため。

19

2-1 危機管
理・防災・消
防

施策 施策(３)、「〇」５つ目
【修正前】
消防の連携・協力体制を推進します
↓
【修正後】
消防の連携・協力体制の強化を図ります

(修正理由)
「体制を推進します」を「体制の強化を図ります」に改め、施策を充実させる。
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修正内容

修正箇所、理由

Ｎｏ 該当箇所

20

2-2 防犯・交
通安全

施策 施策（１）、施策（２）、見出し
【修正前】
（１）防犯意識の啓発、協働による安全なまちづくりの推進
（２）交通安全意識の啓発、協働による安全なまちづくりの推進
↓
【修正後】
（１）防犯対策の推進
（２）交通安全対策の推進

（修正理由）
より簡潔で分かり易い表現にするため

21

2-3 消費生
活

現状と課題 現状と課題（１）
【修正前】
消費者生活相談件数は、・・・。そのため、高度化・複雑化する消費者トラブルに対応できる自ら考え行動
する市民の育成が重要になります。
↓
【修正後】
消費者生活相談件数は、・・・。そのため、市民一人ひとりが自ら考え行動することにより、高度化・複雑化
する消費者トラブルに対応できるようになることが重要になります。また、自分だけでなく周りの人などの
状況もしっかり見つめて生活し、公正で持続可能な社会の形成に参画する消費者の育成も重要です。

（修正理由）
宝塚市消費者教育推進計画の内容と整合させるため

22

2-3 消費生
活

施策 施策（１）
【修正前】
〇市民や関係団体と協働し、消費者教育や啓発を推進します。
↓
【修正後】
〇市民や関係機関、団体、事業者等と連携・協働し、消費者教育や啓発を推進します。

（修正理由）
宝塚市消費者教育推進計画の内容と整合させるため

23

2-4 土地利
用・市街地・
北部整備

施策分野名 施策分野名
【修正前】
土地利用・市街地・北部整備
↓
【修正後】
土地利用

（修正理由）
第5次総合計画の土地利用方針の「土地利用」と、ハード整備に係る「市街地・北部整備」を第6次総合計
画において一本化したものですが、単にタイトルを足し合わせるだけであったため、今回は「土地利用」と
して整理しました。

※基本構想の修正を伴うため、全体会で改めて確認をいただきます。

24

2-4 土地利
用・市街地・
北部整備

現状と課題 現状と課題（１）
【修正前】
本市が持つ特色や多様なストックを生かし、多様で魅力ある暮らしの実現に向けた取組などにより、持続
可能な都市づくりを目指すことが求められています。
↓
【修正後】
南部地域は、人口減少と高齢化を見据え、駅周辺を拠点とする都市づくりや、多様なストックなど 、本市
の持つ特色を生かした多様で魅力ある暮らしの実現に向けた取組を推進し、持続可能なコンパクトなまち
づくりを目指すことが求められています。

（修正理由）
シートの構成を見直したことにより、現状と課題（１）には南部地域の現状と課題を記載しました。
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修正内容

修正箇所、理由

Ｎｏ 該当箇所

25

2-4 土地利
用・市街地・
北部整備

現状と課題 現状と課題（２）
【修正前】
南部地域は、人口減少と高齢化を見据え、都市機能を集積するなどコンパクトな都市づくりを推進する必
要があります。北部地域は、生産年齢人口の減少などによる都市機能の低下が懸念されているため、交
流人口の増加と定住人口の維持が課題となっています。
↓
【修正後】
北部地域は、人口減少と高齢化などによる都市機能の低下が顕在化しています。市街化調整区域を堅
持し、現在の恵まれた自然環境や田園環境を保全し、地域資源や地域産業等を生かした魅力的なまちづ
くりにより交流人口の増加と定住人口の維持が求められています。

（修正理由）
シートの構成を見直したことにより、現状と課題（２）には北部地域の現状と課題を記載しました。

26

2-4 土地利
用・市街地・
北部整備

施策 施策（１）
【修正前】
（１）持続可能な都市づくり
○コンパクトなまちづくりの形成を目指します
○緑地の利活用に努めます
○農村集落の環境を保全します
↓
【修正後】
（１）南部地域の持続可能な都市づくりの推進
○地域特性を踏まえながら、駅周辺への多様な都市機能の誘導を推進します
○住民主体のまちづくりを推進し、良好な住環境の維持・形成を図ります
○自然緑地や都市緑地の保全・育成に努めます

（修正理由）
本市における包括的な土地利用の考え方から南部地域に限定した土地利用の記載内容に変更し、分か
りやすい構成としました。

27

2-4 土地利
用・市街地・
北部整備

施策 施策（２）
【修正前】
（２）地域の活力の維持・増進
○南部地域の良好な住環境、維持・増進を図ります
○北部地域全体の活力の維持・増進を図ります
↓
【修正後】
（２）北部地域の活性化に向けたまちづくりの推進
○自然環境と田園環境の保全 に努めます
○地域資源を生かした魅力的なまちづくりを推進します
○住民主体のまちづくりを推進し、集落環境の維持に努めます

（修正理由）
南部地域、北部地域の各土地利用の考え方から北部地域に限定した記載内容に変更しました。

28

2-4 土地利
用・市街地・
北部整備

施策 施策（3）、「〇」1つ目
【修正前】
多様な事業手法を活用してまちづくりを支援します
↓
【修正後】
多様な事業手法を活用して、地域と連動したまちづくりを進めます

（修正理由）
協働で取り組まなければならないから

29

2-7 河川・水
辺空間

成果指標 施策（１）、「◆」1つ目
【修正前】
◆洪水浸水想定区域面積
↓
【修正後】
削除

（修正理由）
想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域は県が策定しており、市域毎の面積は公表されていないこと
や、社会全体が災害リスク情報を共有し、防災意識の高揚や避難行動等に役立ててもらうことを目的とし
て作成されており、想定最大規模降雨に対応した河川改修を行うものではないため。

5



修正内容

修正箇所、理由

Ｎｏ 該当箇所

30

2-8 上下水
道

現状と課題 現状と課題（１）
【修正前】
水道料金収入が減少しています。
↓
【修正後】
水道料金収入等が減少していきます。

（修正理由）
水道料金収入以外に分担金収入なども減少傾向にあることから、等を追加し、経常収支比率の推移に合
わせて、減少していきますに、表現を修正しています。

（２）
【修正前】
下水道使用料収入が減少しています。
↓
【修正後】
下水道使用料収入等が減少していきます。

（修正理由）
下水道使用料収入以外に他会計補助金なども減少傾向にあることから、「等」を追加し、経常収支比率の
推移に合わせて、「減少していきます」に、表現を修正しています。

31

3-1 健康・医
療

成果指標 施策（１）、「◆」2つ目
【修正前】
特定健康診査受診率
↓
【修正後】
特定健康診査受診率（法定報告）

（修正理由）
より正確に成果指標を示すため。

32

3-2地域福
祉3-4 障碍
（がい）者福
祉

めざすまちの
姿
現状と課題
施策

3-2　現状と課題（１）
3-3　めざすまちの姿、現状と課題（２）、（４）、施策（１）、（２）（４）、見出し
【修正前】
障碍（がい）者、障碍（がい）者等
↓
障碍（がい）のある人

（修正理由）
「障碍（がい）者」「障碍（がい）者等」が混在し読みづらいため「障碍（がい）のある人」に統一。現在策定中
の宝塚市第５次障碍（がい）者施策長期推進計画においても同様の表記。

※基本構想の修正を伴うため、全体会で改めて確認をいただきます。

33

3-3 高齢者
福祉

成果指標 施策（１）、成果指標「◆」２つ目
【修正前】
「いきいき百歳体操」地域展開数
↓
【修正後】
「いきいき百歳体操」実施グループ数

（修正理由）
より実態を示す成果指標の文言表現に改めるため。

34

3-4 障碍（が
い）者福祉

現状と課題 めざすまちの姿
【修正前】
障碍（がい）者が地域で普通に暮らしていくための・・・・
↓
障碍（がい）のある人が地域で自分らしく暮らしていくための・・・

（修正理由）
現在策定中の、宝塚市第５次障碍（がい）者施策長期推進計画の基本的理念で使用する文言に合わせ
るため

※基本構想の修正を伴うため、全体会で改めて確認をいただきます。
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修正内容

修正箇所、理由

Ｎｏ 該当箇所

35

3-4 障碍（が
い）者福祉

現状と課題 現状と課題（１）
【修正前】
公的サービスだけでなく地域共生社会の一員としての取組が必要です。
↓
【修正後】
公的サービスを活用しながら地域で支え合うしくみが必要です。

（修正理由）
障碍（がい）のある人が必要な公的サービスを活用しながら地域とつながり支え合い安心して暮らすこと
を目指すため

36

3-4 障碍（が
い）者福祉

現状と課題 現状と課題（２）
【修正前】
障碍（がい）者等に対する無理解から差別や虐待が起きており
↓
【修正後】
障碍（がい）のある人に対する差別や虐待が未だに起きており

（修正理由）
無理解のみが差別の原因と限定しているように感じるため削除

37

3-4 障碍（が
い）者福祉

成果指標 施策（４）、「◆」1つ目
【修正前】
工賃の向上
↓
【修正後】
障碍（がい）者就業・生活支援センター支援による就職人数

（修正理由）
市内の全ての事業所の工賃の増減について把握が困難なため

38

3-5 社会保
障

現状と課題 現状と課題（１）
【修正前】
生活保護世帯は微増で推移していますが、・・・深刻化しています。就労が・・・。
↓
【修正後】
生活保護世帯は微増で推移していますが、・・・深刻化しています。また、感染症の蔓延や災害などの影
響を受け経済状況が悪化し、生活に困窮する世帯が増加することも想定されます。就労が・・・。

（修正理由）
新型コロナウイルス感染症の影響を考慮。

39

4-1 児童福
祉・青少年
育成

めざすまちの
姿

めざすまちの姿、「〇」3つ目
【修正前】
●妊娠期からの切れ目ない支援により、家庭環境や経済的状況に関わらず、誰もがゆとりを持って、安
心して子どもを生み育てることができる環境が整っている。
↓
【修正後】
●妊娠期からの切れ目のない支援により、家庭環境や経済的状況に関わらず、誰もがゆとりを持って、
安心して子どもを生み育てることができる環境が整っている。

（修正理由）
施策の方向性と整合性を図るため。

※基本構想の修正を伴うため、全体会で改めて確認をいただきます。

40

4-1 児童福
祉・青少年
育成

関連する主な
分野別計画

関連する主な分野別計画
【修正前】
●宝塚市次世代育成支援行動計画（宝塚市子ども・子育て支援事業計画、母子保健計画、（仮称）子ども
の貧困対策計画）
↓
【修正後】
●宝塚市次世代育成支援行動計画（宝塚市子ども・子育て支援事業計画、母子保健計画、子どもの貧困
対策計画）

（修正理由）
計画が確定したため。
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修正内容

修正箇所、理由

Ｎｏ 該当箇所

41

5-3 環境保
全

めざすまち
の姿

めざすまちの姿、「●」2つ目
【修正前】
省エネルギーの取組や
↓
【修正後】
省エネルギー化の取組や

（修正理由）
「現状と課題」の記載語句と統一するため

※基本構想の修正を伴うため、全体会で改めて確認をいただきます。

42

5-4 循環型
社会

現状と課題 現状と課題（１）
【修正前】
ごみの総排出量は国平均を上回っており、
↓
【修正後】
市民一人が1日に出すごみの排出量は、

(修正理由）
宝塚市のごみの総排出量が、国の総排出量を上回ることはあり得ない。
国平均を上回っているのは、一人１日平均ごみ排出量である。

43

5-5 都市美
化・環境衛
生

現状と課題 現状と課題（１）、注釈
【修正前】
宝塚市を美しくする市民運動
↓
【修正後】
宝塚を美しくする市民運動

（修正理由）
文言の修正のため

44

6-1 観光 現状と課題 現状と課題（３）
【修正前】
受け入れ環境の・・・少ない状況です。地域内で・・・一層求められます。
↓
【修正後】
受け入れ環境の・・・少ない状況です。効果が期待できる外国人観光客は、国際情勢に左右されやすいこ
とから、国内需要をしっかりと固め、・・・一層求められます。

（修正理由）
コロナウイルス感染症によるインバウンドの減少を間接的に表現した。

45

6-1 観光 関連する主
な分野別計
画

関連する主な分野別計画に「〇宝塚市産業振興ビジョン」を追加

46

6-1 観光 成果指標 施策（１）、成果指標
新たな指標として、「観光入込客数」と「外国人観光客数」との間に挿入
【修正前】
―
↓
【修正後】
宿泊者数

（修正理由）
課題としている「日帰りの割合が高い状況」に対する指標とする。

47

6-2 商工業 現状と課題 現状と課題（２）
【修正前】
・・・市内買い物環境向上などによる地域経済循環の促進を図る必要があります。
↓
【修正後】
・・・市内買い物環境向上などによる地域経済循環の促進を図る必要があります。また、感染症の蔓延な
ど社会情勢が変化する中でも持続可能な事業展開に対応する必要もあります。

（修正理由）
新型コロナウイルス感染症の影響を考慮。

48

6-2 商工業 関連する主
な分野別計
画

関連する主な分野別計画に「〇宝塚市産業振興ビジョン」を追加
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修正内容

修正箇所、理由

Ｎｏ 該当箇所

49

6-2 商工業 施策 施策（１）
【修正前】
記載なし
↓
【修正後】
○次世代の創造性豊かな担い手育成に取り組みます

（修正理由）
「次世代の創造性豊かな担い手育成に取り組みます」を分野別計画に合わせて、「新たな事業の創出」に
移動させる。

50

6-2 商工業 施策 施策（２）、見出し、「〇」1つ目
コロナ禍を踏まえ以下の通り修正
【修正前】
（２）市内のにぎわい創出
〇個店の魅力向上を図ります
↓
【修正後】
（２）まちの活性化
〇個店からエリア全体の魅力向上を図ります

（修正理由）
　検討中の現時点での分野別計画の内容と整合を図るため

51

6-2 商工業 施策 施策（３）、「〇」2つ目
【修正前】
商工施策と文化施策
↓
【修正後】
産業施策と文化芸術施策

（修正理由）
検討中の現時点での分野別計画の内容と整合を図るため

52

6-2 商工業 成果指標 施策（１）、「◆」2つ目
【修正前】
起業家とクリエイターとのマッチング数
↓
【修正後】
デザイナーとマッチングした事業者数
（注釈欄）「クリエイター」欄の削除

（修正理由）
検討中の現時点での分野別計画の内容と整合を図るため
注釈（「クリエイター」）については、記載がなくなるため削除

53

6-3 農業 現状と課題 現状と課題（１）
【修正前】　新たな担い手
↓
【修正後】　次世代の担い手

（修正理由）
文言の統一

54

6-3 農業 関連する主
な分野別計
画

関連する主な分野別計画に「〇宝塚市産業振興ビジョン」を追加

55

6-3 農業 施策 施策（１）、「〇」2つ目
【修正前】
地域の特性を生かした農業生産を推進します
↓
【修正後】
地域に根付いた農業生産を推進します

（修正理由）
検討中の現時点での分野別計画内容と整合を図るため

9



修正内容

修正箇所、理由

Ｎｏ 該当箇所

56

6-3 農業 成果指標 施策（２）、「◆」1つ目
【修正前】
ﾓﾉ・ｺﾄ・ﾊﾞ登録数
↓
【修正後】
「農」に関するﾓﾉ・ｺﾄ・ﾊﾞ登録数

（修正理由）
ﾓﾉ・ｺﾄ・ﾊﾞ全体を所管する商工勤労課では登録数を増やすことより、効果的なプロモーションをすることに
傾注していくこととしているため

57

6-4 雇用・労
働環境

現状と課題 現状と課題（２）
【修正前】
また、市内事業所数が減少傾向にあり、雇用環境が悪化しています。
↓
【修正後】
また、市内事業所数が減少傾向にあることや、感染症の蔓延などによる影響もあり、雇用環境が悪化す
ることが予想されます。

（修正理由）
新型コロナウイルス感染症の影響を考慮。

58

6-4 雇用・労
働環境

施策 施策（２）、「〇」2つ目
【修正前】
ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取組を促進します
↓
【修正後】
ワーク・ライフ・バランスの実現や新しい働き方の定着に向けた取組を促進します

（修正理由）
テレワークなどＩＣＴを活用した働き方なども必要とされてきているため

59

6-4 雇用・勤
労者福祉

成果指標 施策（３）、「◆」１つ目
【修正前】
市労働相談の認知率
↓
【修正後】
削除

（修正理由）
「市労働相談の認知率」は今後の調査においても把握は困難と思われるため削除

60

6-4 雇用・労
働環境

成果指標 施策（１）、「◆」2つ目
【修正前】
若者、就職氷河期世代の無業者数及び無業者比率
↓
【修正後】
若者等（15歳～49歳）の無業者数及び無業者比率

施策（２）、「◆」3つ目
【修正前】
有給休暇取得率
↓
【修正後】
有給休暇を80％以上取得している人の割合

施策（３）、「◆」2つ目
【修正前】
苦情相談窓口を設置している事業所の割合
↓
苦情（ハラスメント）相談窓口を設置している事業所の割合

（修正理由）
今後の数値把握やわかりやすさを考慮し修正

61

6-5 文化・国
際交流

成果指標 施策（１）、成果指標「◆」1つ目
【修正前】
文化施設の利用率
↓
【修正後】
文化芸術センターの来場者数

（修正理由）
施策（１）に掲げる４項目の「〇」が文化芸術センターの設置目的と合致するため
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